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研究会報告
ずLも一定ではないが,我 の々直感に従って,これらを1:1,1･.2,1:3引込みと呼ぶことにし
た｡また,これらの引込みの他に不規則な応答も観測された.
本研究では,これらの応答のダイナミカルな性質を調べるために,活動電位の変動に
注目し,その最大値の時系列から一次元写像を求め,また,位相空間のアトラクタをある
平面で切って,いわゆる1次元リターン写像を求めた｡しかし,これらの写像は応答波形
を見たときの我々の直感とは合わなかった｡つまり,個 の々活動電位の変動に注目したの
では,応答のグローバルな性質を巧く捕まえることができなかった｡我 の々直感に素直に
従うとすれば,バースト放電を1塊として集合的に見る必要がある｡そのためには工夫が
必要であるが,このようなペースメーカニュー ロンでは活動電位とペースメーカ振動が相
互作用しているということに注意すれば,バースト放電を1塊として集合的に見る代り
に,スローなペースメーカ振動に注目すれはよいということが分かる｡実際,このタイプ
のニューロンがバース ト放電するのはペースメーカ振動が存在するからである｡そこで,
刺激のバースト間隔でペースメーカ振動をストロボ的にサンプルし,一次元写像を求め
た｡1:1と1:2引込みの場合,写像点は1つあるいは2つのクラスタを作り,不規則な応
答の場合,不安定な固定点!を持つnon-invertibleな写像関数となった｡さらに,これら
の応答を右側側神経束刺激のバースト間隔と刺激電流をパラメタとした応答の相図にま
とめた｡
連続的な周期刺激に対する応答のダイナミクスについては,我 が々これまでに示して
きたように,活動電位の変動に注目し,アトラクタ,ポアンカレ断面,一次元写像などを
調べれば,その決定論･的な性質を巧く理解することができる｡しかし,バースト的シナプ
ス入力に対するバース ト的応答は,同じように活動電位に注目したのでは,応答のダイナ
ミクスを巧く理解することができない｡そのためには,バースト放電を1塊に見るという
ある種の租視化が必要で,それによって応答の性質を巧く理解することができる｡この結
果は個 の々ニュー ロンのバースト放電が背景にある脳の活動の性質を明らかにするときの
大事な考え方を与えており,活動電位 1つ1つに注目するよりは,バースト放電を集合的
に見ることのできる電場電位などの方が脳の活動を調べるのに適していることを示唆し
ている｡
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